
　これまで国際会議誘致の際には、県内
の著名な観光地・施設等の紹介が中心と
なっていましたが、千葉市内にも地域独
特の歴史や魅力的な伝統工芸があります。
そうした歴史文化を内外にアピールする
ために、今回、市内の日本庭園や美術館
をユニークベニューとして活用しました。
　幕張メッセ国際会議場から徒歩５分圏
内にある日本庭園「見浜園」では、日本の
夏祭りをテーマとしたバンケットを開催
しました。これまで茶室での少人数の食
事会を開催した実績はありましたが、庭

園自体をパーティー会場として活用する
のは初めてで、見浜園を所有する千葉県
および園の管理委託を受けている千葉市
からも、今後の活用につながることを大
きく期待され、支援を得ることができま
した。
　また、会議参加者向けの同伴者プログ
ラムとして、千葉市美術館で実施された
体験型プログラムに付随したランチレセ
プションも実施しました。このランチレ
セプションは、館内の講堂をユニークベ
ニューとして利用しています。美術館の
一画をユニークベニューとして利用する
のも初の試みです。将来的にモデルケー
スとなることを期待して、今回は講堂で
の寿司職人による寿司パフォーマンスを
交えた提供を行うプログラムを企画・実
施しました。

　見浜園でのパーティーでは、千葉の食
材を使った料理を提供する屋台や日本の
文化を体験できる縁日イベントを用意。
縁日景品として、千葉県マスコットキャ
ラクター「チーバくん」といった千葉ゆ
かりのグッズを多用するなど、開催都市
を感じられる企画を盛り込みました。ま
た、会場には地域ボランティアを配置。
ボランティアは参加者とのコミュニケー
ションを積極的に図り、千葉らしいアッ
トホームさを演出できたと思います。
　提供する料理には千葉の食材をふんだ
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実施体制①

実施体制②

UV10／見浜園をユニークベニューとしたバンケット

EX10／千葉市美術館でのエクスカーション

【運営】

【運営】

【施設】

【施設】

公益財団法人 ちば国際
コンベンションビューロー

ちば国際
コンベンションビューロー

【ビール売り子】飴安商店

【バス手配】 JTB千葉

【　印　刷　】マイスワーク

・全体統括、調整
・フライヤー等デザイン
・ボランティア手配・管理

・全体統括、調整
・配布資料、動画等作成
・ボランティア手配・管理

・ワークショップ調整
・美術館学芸員手配

【音響・照明】 千葉共立
・音響照明 ・ライトアップ
・ステージ会場 ・誘導スタッフ

【屋台・装飾等】イベントサービス
・屋台関係
・備品関係（テーブル、ベンチ、
　足元灯、ごみ箱、看板等）
・アトラクション

【昼食会場】 すし波奈
・会場装飾
・職人、配膳スタッフ手配
・飲食関係全般の準備、提供

【 お 土 産 】 千葉県酒造組合
 （学会ロゴ入り酒）
菅原工芸硝子（おちょこ）
千葉県
 （エコバック提供）
千葉市
 （塗り箸提供）

見浜園　所有 千葉県
 （管理委託：千葉市）

千葉市美術館
所有 千葉市
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ローカル色を生かした
ユニークベニューの活用事例

9th International Discussion Meeting 
on Relaxation in Complex Systems（9IDMRCS）

千葉  見浜園・千葉市美術館

幕張メッセに程近い日本庭園「見浜園」
をユニークベニューとして活用。同園を
所有する千葉県および園を管理する千葉
市の支援を得て、日本の「夏祭り」をイメ
ージしたバンケットを開催した。縁日景
品として千葉ゆかりのグッズを多用した
ほか、千葉の食材を用いた料理や地ビー
ルなどを屋台で振る舞い、千葉らしさを
アピールした。また、学会参加者向けの
同伴者プログラムとして、エクスカーシ
ョンも実施。千葉市美術館で浮世絵をテ
ーマとした体験型プログラムに加え、美
術館内の講堂をユニークベニューとして
活用し、寿司職人によるパフォーマンス
を交えたランチレセプションを開催した。
いずれも今後につながるプロジェクトと
して、学会関係者の注目を集めた。

会議名称
9th International Discussion Meeting 
on Relaxation in Complex Systems

（9IDMRCS）
主催者
9IDMRCS組織委員会
コンベンションビューロー
公益財団法人
ちば国際コンベンションビューロー
会議会期
2023/8/12~ 8/18
会議会場名
幕張メッセ国際会議場
実証プログラム会場名
見浜園、千葉市美術館
実証プログラム参加者数
UV10
国内からの参加者90名／国外居住者210名
EX10
国内からの参加者7名／国外居住者33名
実証プログラム実施一人当たり金額
22,250円
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千葉市美術館の講堂をユニークベニューとして利用
し、ランチに寿司懐石を提供。美しい盛り付けが好
評で、参加者はこぞって写真撮影に興じた。アトラ
クションとして、寿司職人が江戸前寿司および房総
の郷土料理である太巻き寿司の技術を披露。地酒の
利き酒体験も実施した。参加者はなごやかに談笑し
ながら、千葉の味を堪能した。
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んに使用し、誰もが安心して食べられる
よう、食材表記を徹底しました。飲料も
地酒や地ビールなどを振る舞い、千葉ら
しさをアピールしました。また、パーテ
ィーのアトラクションとして、日本らし
さが感じられる、舞妓さんによるウェル
カミングや三味線のパフォーマンスなど
を実施しました。舞妓さんには園内を回
遊してもらい、写真撮影や参加者からの
質問に応える時間を設けました。
　パーティーの運営にあたっては、地域
色を出すことに加え、SDGsも意識し、
再生可能な食器を使用しました。屋台で
の料理の提供には「バガス」という、サト
ウキビの搾りかすや竹、麦などをリサイ
クルした容器を使用。飲料についても、
千葉ロッテマリーンズのビール売り子が
提供する紙コップ以外は、全て再生可能
な容器で提供しました。千葉の地ビール、

房総郷土料理「太巻き寿司」や江戸前寿
司の技術を披露しました。また、地の食
材を活用した昼食や利き酒を通して、千
葉の食の魅力の周知にも努めました。
　時間の制限があった上、流しのない場
所で調理するという、寿司職人にとって
は難しい条件下での実施となりましたが、
タンクで水を用意するなどして問題を解
決し、江戸前寿司を参加者の目の前で握
って提供することができました。房総太
巻き寿司については、巻くのに時間がか
かるため、事前に調理工程や巻き方など
を撮影。当日、会場でその映像を流し、実
際には切るところから行うことにしまし
た。また、房総太巻き寿司の歴史や会場
を飾った生花の紹介、寿司職人との記念
撮影など、普段ではできない特別な体験
を多く盛り込みました。参加者からは、

「今まで見た食べ物のなかでいちばん美し
い」との感想や、「寿司の歴史、太巻き作
りの動画がとても興味深かった」といった
声が寄せられたほか、当プロブラムに参
加して、千葉の地酒や土産物に関心を持
ったという方もいました。購入可能な場

所に関する問い合わせも複数あったので、
経済効果も大きかったと考えています。

　観光庁の実証事業の一環として行っ
た、見浜園や千葉市美術館をユニークベ
ニューとする試みは、コンベンションビ
ューローが組織を上げて対応したこと
に加え、千葉県・千葉市の理解と支援を
十分に受けられたことで成功を収めた
と考えています。
　見浜園でのバンケットについては、採
択から実施までの期間が短く、消防等へ
の申請や手配先業者等との調整に苦労し
ましたが、当日は天候に恵まれ、全てが
想定どおり、円滑に進行しました。実行
委員の方から次々と高い評価と感謝のコ
メントをいただいた他、参加者からは感
動の声が多く寄せられ、ロケーション・

食事内容・演出・幻想的な雰囲気を含め
たパーティー全体に対する満足度の高さ
がうかがえました。開催効果拡大を期待
できる新たな魅力を創出できたという実
感があります。
　今回のように日本庭園をユニークベ
ニューとして活用していくためには、ま
だまだ解決すべき課題も残っていると
思います。特に懸念されるのは当日の
天候で、これは屋外型ユニークベニュー
の宿命といえますが、悪天候で開催する
ことになった場合のバックアップ体制
を並行して準備するのは、相当な労力を
伴うと思います。とはいえ、今回の実証
でさまざまな知見や人脈を得ることが
できたという確かな手応えはあるので、
国際会議誘致のための魅力あるメニュ
ーとして、今後の活動に生かしていきた
いと考えています。

ご当地レモンサワー、ラムネなどは瓶、
ワインは缶入りのものを提供し、そのま
ま飲んでもらうことで、環境への負荷が
大きいプラカップなどを使用せずに済む
ようにしました。また、清掃とゴミの分
別も徹底して行うことで、日本の清潔さ
とゴミ処理に関する意識の高さをアピー
ルできたと考えています。

　千葉市美術館をユニークベニューとし
て活用する試みは、会議参加者の同伴者
に向けたエクスカーションの一環として
行われました。エクスカーションは体験
型プログラムを中心とし、美術館到着時
には館長によるウェルカムレクチャーと
学芸員による浮世絵の説明を英語で実施。

その後、日本の伝統技術である版画のワ
ークショップを、ボランティアによる英
語でのサポートを付けて行いました。
　今回の学会では、全てのエクスカーシ
ョンにコンベンションビューローの職員
および英語ボランティアが同行し、参加
者をサポートしていましたが、千葉市美
術館は館内に英語表記が少なかったため、
事前に館内案内や展示作品の説明を英訳
してチラシを作成し、参加者に配布する
などして、バイリンガル対応をさらに強
化しました。

　普段は会議室として利用されている講
堂をユニークベニューとして活用したラ
ンチレセプションでは、寿司職人による

バイリンガル対応の
体験プログラムが魅力の
エクスカーション

美術館の講堂を
ユニークベニューとし、
郷土の食文化を紹介

得られた成果と課題、今後のビジョン
3

将来的にも
開催効果拡大を期待できる
新たな魅力を創出

古代から中世にかけて活躍した千葉氏の居城・千葉
城（亥鼻城）跡に建てられた千葉市立郷土博物館（右
上）で、参加者は千葉の歴史を学んだ。ツアー終了
時に「次回は家族や友達を連れてきたい」との声も。
千葉市美術館（下）では、館長および学芸員によるレ
クチャーの後、日本の伝統技術である版画のワーク
ショップを行った。

初めて日本庭園・見浜園をユニークベニューとして
活用し、夏祭りをテーマとしたバンケットを実施。
夜の日本庭園をより魅力的に見せるため、またエン
ターテインメント性を入れるため、縁日イベントを
用意した。当日は地元ボランティアが浴衣を着てサ
ポートし、アットホームな雰囲気を醸成した。
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